
 

学校名 新潟県立柏崎工業高等学校 

 

活動のテーマ 防災マインドのある地域を支えるエンジニアの育成 

主な教科領域等 工業科 課題研究 

対象学年／参加生徒数   ２・３ 学年     ７１ 人  （複数可）   

活動に携わった教員数   ７ 人 

活動に参加した地域住

民・保護者等の人数 

  ５０  人【保護者 ・ 地域住民 ・ その他（協力企業        ）】 

※児童生徒・教員以外で活動に参加した人の区分に丸をつけ、人数をお書きください。（複数可） 

実践期間   平成２７年４月７日   ～  平成２８年１月２０日 

想定した災害 複数可： 地震 ・ 津波 ・ 台風 ・ 洪水 ・ 河川氾濫 ・ 土砂 ・ その他（          ） 

活動報告 

１）活動の目的・ねらい 

本校は、中越地震と中越沖地震の二度の震災を経験し、平成 21 年度に防災エンジニアコースが電気科に設置され

た。防災、減災のマインドを持った社会に貢献できるエンジニアの育成を目指した教育活動が行われている。これら

の各種活動において防災、減災の視点に立ち、地域と連携したものづくりでキャリヤ教育を推進する。 

２）実践内容・実践の流れ・スケジュール（※図表等を使用して分かりやすく記述してもよい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）9 月研修会での学びから自校の実践に活かしたこと、研修会を受けての自校の活動の変更・改善点、昨年度

まで（助成金を受ける前）の実践と今年度の実践で変わった点、助成金の活用で可能になったことなど。 

・防災エンジニアコース設立から６年間の取り組みについて見直す機会となった。 

・助成金により災害後に役立つ心のケア（動物型ロボット）も含めた研究活動を行うことができた。 

４）実践の成果 

 ①減災(防災)教育活動・プログラムの改善の視点から 

 これまでの減災防災に関する取り組みは、防災エンジニアコースが中心で、他科・他コースの取り組みが活

発ではなかった。本事業への参加により、学科を越えた新たな取り組みが見られ、学校全体へ活動が広がるき

っかけとなった。また、防災エンジニアコースで行われている活動や指導方法が、持続可能な活動へと変化す
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る必要があることに気がついた。 

②児童生徒にとって具体的にどのような学び（変容）があり、どのような力（資質・能力・態度）を身につ

けたか。 

・防災グッズの検証：グッズを実際に活用し、問題点や災害に必要 

な備えを考えるようになった。 

・災害時に役立つ小水力発電機の製作：対象となる災害を想定し、 

狙いを絞った製作を行うようになった。また、防災エンジニア 

コースの目指す方向性をより深く理解し行動するようになった。 

・転倒しにくい清掃用具掛け製作：様々な問題点を修正しながらの 

作業や起震車による検証を経験し、従来のものづくりに加え、災 

害対策の大切さを学ぶ機会となった。 

 ③教師や保護者、地域、関係機関等（児童生徒以外）の視点から 

・減災防災への取り組みは、ものづくりを学ぶ工業高校でも重要なテーマとし 

て取り組むことができ、大きな成果が期待できることを生徒の活動を通して 

職員も学ぶことができた。特に災害への備え・対策（清掃用具かけ、小水力 

発電機）から災害後の対応（動物型ロボットによる心のケア、ミドリムシに 

よるバイオ燃料や栄養補給）に至るまで幅広い範囲で取り組んだことで新た 

な方向性を見いだす結果となった。 

・動物型ロボットの中学校訪問や地元企業と共同開発をする小水力発電機の活 

動では、工業高校としてのアピールだけではなく、減災防災の取り組みを地 

域へ広げる機会ともなった。 

５）自校の実践で工夫した点、特筆すべき点 

・減災防災教育を防災エンジニアコース以外のコースでも初めて取り入れ、 

学校全体の活動につなげた点 

６）実践から得られた教訓や課題と今後の改善に向けた方策や展望 

 本事業を通じて、持続可能な活動が重要であることを学ぶ機会となった。本 

校で平成 21 年度から行われている減災防災教育の取り組みは、着実に広がり、 

ものづくりを通した独自の方向性へと成長を遂げている。しかしながら、６年 

が経過し今後の発展を考えた際に、持続可能な形態であるかという点では疑問 

が残る。ものづくりができる工業高校として「共助」の役割をどう果たしてい 

くのかを考える必要がある。 

７）その他（※特にあれば記述） 

 

 

 

動物型ロボットの中学校訪問 

ミドリムシの高濃度化 

ソーラークッカーの検証 

小水力発電機と清掃用具かけ 


